
検査・診断を学ぼう
チーム医療を知ろう
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認知症になっても
安心の地域づくり。

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
地
域
に
広
め
る
た
め
に
、

同
院
で
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー（
詳
し
く

は
コ
ラ
ム
参
照
）を
開
設
し
て
、専
門
的
な
診
断

や
治
療
、相
談
を
通
し
て
、認
知
症
と
と
も
に
暮

ら
す
人
や
家
族
を
支
援
し
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
す
る
桝
田
は
次
の
よ
う

に
話
す
。「
地
域
の
認
知
症
対
策
で
大
切
な
こ
と

は
、病
気
の
早
期
発
見
と
予
防
で
す
。認
知
症

は
治
ら
な
い
病
気
で
す
が
、進
行
を
遅
ら
せ
る
た

め
の
新
し
い
薬
剤
が
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。軽
度
認
知
障
害
を
早
く
発
見
で
き
れ
ば
、そ

う
し
た
最
新
の
治
療
へ
繋
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、ど
う
す
れ
ば
認
知
症
に
な
り
に
く
い
か
、と

い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
、認
知
症
予
防
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。当
セ
ン

タ
ー
で
は
す
で
に
、リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
院
外
に

出
向
い
て
、認
知
症
予
防
運
動
を
指
導
す
る
取

り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、こ
う

し
た
予
防
も
含
め
、岡
崎
市
の
長
寿
課
や
医
師

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、認
知

症
患
者
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
支
援
の
一

つ
で
、全
国
に
4
2
9
カ
所（
平
成
30
年

9
⽉
現
在
）の
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

岡
崎
市
民
病
院
は
、平
成
28
年
4
⽉
1

日
、愛
知
県
か
ら
岡
崎
市
・
幸
田
町
を
圏

域
と
す
る
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
た
。

●
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、保
健・医
療・介
護
機

関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、認
知
症
疾
患

に
関
す
る
鑑
別
診
断
、認
知
症
に
関
す
る
専

門
的
な
医
療・福
祉
の
相
談
に
応
え
て
い
る
。

会
の
先
生
方
と
連
携
し
な
が
ら
、当
セ
ン
タ
ー
が

〈
検
診
の
窓
口
〉と
し
て
機
能
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
桝
田
は
意
気
込
み
を
語
る
。

　

さ
ら
に
桝
田
は
、認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

を
多
職
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ（
中
継
点
）と
し

て
機
能
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。「
認
知

症
と
い
う
病
気
は
、医
療
だ
け
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、公
認

心
理
師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
様
な
専

門
家
が
関
わ
り
、医
療
・
介
護
・
福
祉
の
一
体
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。患

者
さ
ん
を
中
心
に
、院
内
外
の
多
職
種
が
繋
が

る
仕
組
み
を
作
り
、認
知
症
を
患
っ
て
も
安
心
し

て
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。最
後
に
、

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
人
を
支
え
る
上
で
大

切
な
こ
と
は
何
か
を
聞
い
た
。「
認
知
機
能
を
維

持
す
る
に
は
、人
と
の
繋
が
り
が
非
常
に
重
要
で

す
。患
者
さ
ん
が
孤
独
に
な
ら
な
い
、孤
独
に
さ

せ
な
い
、そ
ん
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」。穏
や
か
な
表
情
で
、桝
田
は

そ
う
締
め
く
く
っ
た
。

　
「
認
知
症
患
者
さ
ん
が
、術
後
せ
ん
妄
に
な
っ

て
困
っ
て
い
ま
す
。す
ぐ
来
て
も
ら
え
ま
す
か
」。

あ
る
日
の
岡
崎
市
民
病
院
、外
科
系
の
病
棟
か

ら
、認
知
症
・せ
ん
妄
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
詳
し
く

は
P.2
参
照
）の
桝
田
道
人（
脳
神
経
内
科
・
高
次

脳
機
能
内
科
統
括
部
長
）に
連
絡
が
入
っ
た
。桝

田
は
す
ぐ
に
病
棟
に
向
か
い
、患
者
の
症
状
を
確

認
し
た
。患
者
は
自
分
が
手
術
を
受
け
た
こ
と
を

全
く
覚
え
て
い
な
い
。自
分
が
ど
こ
に
い
て
、な
ぜ

寝
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、体
に
つ
い
て
い
る
管
を

抜
い
て
興
奮
し
て
い
た
。桝
田
は
患
者
と
目
線
の

高
さ
を
同
じ
く
し
て
、穏
や
か
な
口
調
で
説
明
し

た
が
、不
穏
な
行
動
は
治
ま
ら
ず
、術
後
の
治
療

継
続
が
困
難
で
あ
っ
た
。や
む
な
く
鎮
静
剤
を
処

方
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

　

認
知
症
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
働
き
が

悪
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、多
様
な
症
状
を
引
き

起
こ
し
、社
会
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
を
い

う
。と
く
に
、入
院
や
手
術
を
き
っ
か
け
に
、せ
ん

妄（
一
種
の
意
識
精
神
障
害
）に
な
る
こ
と
も
多

い
。「
手
術
後
に
暴
れ
て
は
、命
の
危
険
も
あ
り
ま

す
。身
体
拘
束
を
で
き
る
限
り
し
な
い
こ
と
を
大

前
提
と
し
て
、必
要
に
応
じ
て
薬
や
道
具
で
行

動
を
抑
制
し
、必
要
な
急
性
期
治
療
を
安
全
に

受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
支
え
る
の
が
私
た
ち
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」と
桝
田
は
話
す
。

　

せ
ん
妄
の
他
、夜
眠
れ
な
い
、大
声
が
出
る
、徘

徊
す
る
、指
示
が
理
解
で
き
な
い
、手
足
の
暴
力
が

認知症の診断・治療、相談業務を担う
拠点病院として、地域に貢献する。

出
て
し
ま
う
、な
ど
、認
知
症
の
症
状
は
多
種
多

様
だ
。し
か
し
、突
拍
子
の
な
い
行
動
で
も
、認
知

症
患
者
に
は
き
ち
ん
と
し
た
理
由
が
あ
る
と
い
う
。

「
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
と
叱
る
前
に
、ご

本
人
の
話
を
傾
聴
し
、心
情
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
態
度
が
大
切
で
す
。た
と
え
ば
術
後
せ
ん
妄
に

な
る
の
も
、ご
本
人
に
し
た
ら
当
然
だ
と
思
う
ん

で
す
。目
が
覚
め
た
ら
、い
き
な
り
知
ら
な
い
人
に

囲
ま
れ
、た
く
さ
ん
の
管
に
繋
が
れ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
」と
、桝
田
は
患
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
。認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、認
知
症
ケ
ア
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、同
院
で
は
認
知
症
対

応
マ
ニュア
ル
の
整
備
や
院
内
勉
強
会
に
も
力
を
注

い
で
い
る
。「
院
内
の
認
知
症
ケ
ア
の
レ
ベ
ル
は
徐
々

に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、認
知
症
が
原
因
で
、他

の
病
気
の
治
療
が
充
分
に
行
わ
れ
な
い
リ
ス
ク
は

常
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」と
桝
田
は
言
う
。

認
知
症
・せ
ん
妄
の

入
院
患
者
を
支
援
す
る
。

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
人
を

し
っ
か
り
支
え
て
い
き
た
い
。

●高齢になっても住み慣れた町
で暮らしていく上で、認知症の増
加が大きな問題になっている。認
知症のケアは一つの組織、一つ
の職種で実践できるものではなく、
地域全体の取り組みが必要だ。
●岡崎市民病院が拠点となり、
地域の行政や医療・介護に関わ
る人々が緊密なネットワークを構
築していく。その積極的な取り組
みが、「認知症になっても幸せ」と
いえる理想の社会を作る大きな
力になるのではないだろうか。

認知症患者を支える
地域ネットワークの必要性。

認知症疾患医療センター特集

超高齢社会の進展に伴い、認知症の増加が社会問題になっています。当院では認知症やせん妄のある入院患者さんを多職
種のチームで支援すると同時に、院内に「認知症疾患医療センター」を開設。地域で暮らす認知症患者さんのサポートに力を
注いでいます。今号の特集は、そうした認知症に対する取り組みについて紹介します。ぜひご一読ください。

認知症になっても
安心の地域づくり。
認知症疾患医療センター特集
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開催概要

LINE〈公式〉
アカウント

　シンチグラフィ検査は、ごく微量の放射性

医薬品を静脈注射し、体内で放出する放射

線を、体外から特別なカメラ装置で測定、薬

の分布を画像化していく検査です。今回ご紹

介する脳血流をはじめ、骨や心筋血流、肺血

流などを診るのに用いられます。

　シンチグラフィ検査の特徴は、CT検査やMRI

検査のように形態を診るのではなく、機能を診る

ことにあります。脳血流の場合、脳は血流によっ

て運ばれたブドウ糖や酸素を使って活動してい

ますが、正常に機能するには、充分な血流が必

要になります。すなわち、血流の異常が脳の機

能を反映する可能性があるということです。

　脳血流シンチグラフィは、脳血流のわずか

な変化を診つけるのに有効な検査です。薬

に含まれる放射線は人体に害を及ぼす量で

はなく、副作用もごくまれです。

　いろいろな原因で脳の働きが低下する「認

知症」、入院や手術などのストレスをきっかけ

に一時的な意識精神障害を発症する「せん

妄」。こうした症状のある患者さんが安全安楽

に入院できるようサポートするのが、認知症・

せん妄サポートチーム（ＤＳＴ）です。

　チームのメンバーは、脳神経内科の医師を

はじめ、看護師、作業療法士、薬剤師、公認

心理師、社会福祉士、精神保健福祉士まで

の多彩な顔ぶれ。週に1回のカンファレンス、

そして、週に2回の病棟回診を通じ、問題行

動のあるすべての入院患者さんに面談し、そ

れぞれに適した対応策をみんなで考えていま

す。各病棟から寄せられる相談案件は、年間

約200件。その数は年々、増加傾向にあり、Ｄ

ＳＴの使命はますます重要になっています。

　認知症への対応策には３つの柱がありま

す、一つは、薬物療法。認知症そのものに対

する薬物の他、睡眠障害やうつ症状などを

和らげる薬を処方します。二つ目は、非薬物

療法。たとえば、運動療法やレクリエーション

などを通して、精神的な安定を図ります。三つ

目は、ケアの工夫、関わり方です。病棟看護

師を中心に適切なケアを提供することで、不

安、幻覚・妄想、ひとり歩きといった周辺症状

の緩和をめざします。ＤＳＴではこれらの方法

を適切に組み合わせ、できる限り身体拘束を

減らしながら、一人ひとりがその人らしい入院

生活を送れるよう支えています。

　また、職員全員が認知症への正しい理解を

持ち、質の高いケアができるよう、院内での講

習会や勉強会にも力を注いでいます。

医療技術局 リハビリテーション室
地域医療連携室兼務 作業療法士
肥後和明

医療技術局 放射線室 主任
柳川佑典

多職種が集まって、
認知症やせん妄を持つ
患者さんを支援しています。

症状に応じたケアを実践し、
患者さんが人間らしい生活を
送れるよう支えています。

認知症やせん妄を持つ患者さんが
安全安楽に入院できるよう支えています。脳の血流を評価して、脳の機能を推定。

場所や程度を診つけ、正しい診断と治療に結びつけます。

脳血流シンチグラフィとは？

脳
血
流
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ

認
知
症・せ
ん
妄
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｓ
Ｔ
）

　認知症で起こる脳の萎縮は、MRI検査で

わかります。しかし、萎縮の前に、血流が低下

し、それによって萎縮が始まるといわれていま

す。MRI検査で萎縮が出なくても、その前段

階の血流の低下が、脳血流シンチグラフィで

はわかることがあります。特に若年性アルツハ

イマーが懸念され、少し兆候がある場合、ぜひ

とも脳血流シンチグラフィをお受けいただきた

　認知症は誰がなってもおかしくない病気で

す。65歳以上になると、5人に1人は発症する

といわれています。

　私たちが認知症のケアで一つの目標にし

ているのが、その人らしい入院生活を実現す

ることです。そのためには、患者さんを一人の

「人」として尊重し、その人の立場に立ってケ

アを行うことが必要です。一見、不可解に見

いと思います。

　ただこの検査は、検査途中で止めることが

できません。というのは、使用する薬から出て

いるエネルギーが落ちたり、脳に集まっている

時間が限られてい

るからです。従っ

て、3 0 分 程 度 、

じっと横になって

いただくことだけ

ご注意ください。

える行動にも、実はそれぞれ理由があります。

そうした知識を、院内の職員はもちろん、院外

の方 と々も共有しながら、この地域で認知症

の方が人間らしく暮らしていけるようお手伝い

していきたいと

考えています。

認知症は、脳の萎縮の前に血流が低下。
早期発見は、その後の生活にも影響。

認知症患者さんを「人」として尊重し
その人らしい生活を支えていきます。

　認知症には、アルツハイマー型認知症をは

じめ、血管性認知症、レビー小体型認知症、

前頭側頭型認知症等があります。左記にお

いて、「血流の異常が脳の機能を反映する」

と述べましたが、認知症の種類によって、血

流に異常が起こる場所が異なります。すなわ

ち、脳血流シンチグラフィは、どこの血流が落

ちているか、さらに、どれくらい落ちているかで、

認知症の種類、さらには、進行の程度がわか

るというものです。

　一方、認知症の発症が懸念され検査を受

けても、認知症ではなく、うつ病やせん妄の可

能性が高いといった診断に結びつくこともあり

ます。認知症はもちろん、どの病気でも、診断

が異なれば治療も異なります。脳血流シンチグ

ラフィは、正しい治療に結びつける、正しい診

断に有益な情報を提供する検査といえます。

形態ではなく、機能を診る検査。
脳血流のわずかな変化を画像化。

認知症の正しい診断、
正しい治療に力を発揮。

岡崎市民公開講座「認知症講演会」開催。
当院の桝田医師が「認知症の基礎知識」をお話しします。
　岡崎市医師会・岡崎市民病院認知症疾患医療センター・岡崎市が主

催する「令和３年度 岡崎市民公開講座」にて、当院の脳神経内科・高

次脳機能内科統括部長 兼 認知症疾患医療

センター長の桝田道人医師が、講師を務めること

となりました。認知症はどうやって診断するのか、

治療や予防はどうすればよいのか、一緒に学んで

みませんか？ ぜひ皆さんご参加ください。

認知症を知ろう
ー 診断／治療に関する基礎知識 ー

開催日時

開 場

講 師

主 催

令和３年10月20日（水）
14時〜15時30分（開場13時30分）

岡崎市せきれいホール
（岡崎市朝日町3丁目36番地5）

岡崎市民病院 
脳神経内科・高次脳機能内科統括部長
兼 認知症疾患医療センター長
桝田 道人 医師

岡崎市医師会・岡崎市民病院
認知症疾患医療センター・岡崎市

お申し込み・お問い合わせ先

岡崎市役所 福祉部 長寿課
TEL 0564-23-6837　FAX 0564-23-6520

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、
中止または延期になる場合があります。

　ご了承ください。

※定員に達し次第、受付を終了します。

家族に物忘れが
増えてきた。

もしかしたら認知症？

コロナ禍で人との
交流が減って、これから
どうしたらいいか不安

市民公開講座 詳しくはこちらから

あいち電子申請・
届出システムはこちら

事前申込が必要です

あいち電子申請・届出システム、
郵送、電話、FAXにて受付

令和3年
9月8日（水）〜
10月8日（金）

受付
期間

病院広報誌 特設サイト

〒444-8553 岡崎市高隆寺町字五所合３番地１
TEL 0564-21-8111　https://www.okazakihospital.jp/

発行責任者／院長 早川文雄　発行／岡崎市民病院 広報戦略チーム　
記事提供／中日新聞広告局　編集協力／プロジェクトリンクト事務局　発行／2021年9月
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を
学
ぼ
う

検
査
・
診
断

こちらから

こちら
から

エフエムEGAO「イブニングワイド」で
当院の医療スタッフが健康情報を発信！

20分で聞けちゃう！ 旬の健康情報

「いまどき旬」コーナー 18：00〜

令和３年
10月28日（木）

11月18日（木）

12月16日（木）

糖尿病看護認定看護師　三浦恵子

いま、あなたに知ってほしい。
糖尿病の真実

皮膚排泄ケア看護認定看護師　山田昌子
皮膚トラブルから患者さんを守る

超音波検査室 室長　片山知子

超音波検査で早期発見：
がん患者さんを心不全から救う

これまでの
放送内容は
こちらから！

（76.3MHz）

入場料
無料
定員

200名

▲ 講師を務める桝田道人医師

過度な受診控えは健康上のリスクを高めてしまう可能性があります。上手な医療のかかり方① コロナ禍でも健診や持病の治療、お子さまの予防接種などの健康管理は重要です。上手な医療のかかり方②

1 2 3



検査・診断を学ぼう
チーム医療を知ろう
HOSPITAL NEWS

1
2
3

中日新聞リンクト vol.33タイアップ

認知症になっても
安心の地域づくり。

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
地
域
に
広
め
る
た
め
に
、

同
院
で
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー（
詳
し
く

は
コ
ラ
ム
参
照
）を
開
設
し
て
、専
門
的
な
診
断

や
治
療
、相
談
を
通
し
て
、認
知
症
と
と
も
に
暮

ら
す
人
や
家
族
を
支
援
し
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
す
る
桝
田
は
次
の
よ
う

に
話
す
。「
地
域
の
認
知
症
対
策
で
大
切
な
こ
と

は
、病
気
の
早
期
発
見
と
予
防
で
す
。認
知
症

は
治
ら
な
い
病
気
で
す
が
、進
行
を
遅
ら
せ
る
た

め
の
新
し
い
薬
剤
が
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。軽
度
認
知
障
害
を
早
く
発
見
で
き
れ
ば
、そ

う
し
た
最
新
の
治
療
へ
繋
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、ど
う
す
れ
ば
認
知
症
に
な
り
に
く
い
か
、と

い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
、認
知
症
予
防
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。当
セ
ン

タ
ー
で
は
す
で
に
、リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
院
外
に

出
向
い
て
、認
知
症
予
防
運
動
を
指
導
す
る
取

り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、こ
う

し
た
予
防
も
含
め
、岡
崎
市
の
長
寿
課
や
医
師

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、認
知

症
患
者
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
支
援
の
一

つ
で
、全
国
に
4
2
9
カ
所（
平
成
30
年

9
⽉
現
在
）の
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

岡
崎
市
民
病
院
は
、平
成
28
年
4
⽉
1

日
、愛
知
県
か
ら
岡
崎
市
・
幸
田
町
を
圏

域
と
す
る
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
た
。

●
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、保
健・医
療・介
護
機

関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、認
知
症
疾
患

に
関
す
る
鑑
別
診
断
、認
知
症
に
関
す
る
専

門
的
な
医
療・福
祉
の
相
談
に
応
え
て
い
る
。

会
の
先
生
方
と
連
携
し
な
が
ら
、当
セ
ン
タ
ー
が

〈
検
診
の
窓
口
〉と
し
て
機
能
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
桝
田
は
意
気
込
み
を
語
る
。

　

さ
ら
に
桝
田
は
、認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

を
多
職
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ（
中
継
点
）と
し

て
機
能
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。「
認
知

症
と
い
う
病
気
は
、医
療
だ
け
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、公
認

心
理
師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
様
な
専

門
家
が
関
わ
り
、医
療
・
介
護
・
福
祉
の
一
体
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。患

者
さ
ん
を
中
心
に
、院
内
外
の
多
職
種
が
繋
が

る
仕
組
み
を
作
り
、認
知
症
を
患
っ
て
も
安
心
し

て
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。最
後
に
、

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
人
を
支
え
る
上
で
大

切
な
こ
と
は
何
か
を
聞
い
た
。「
認
知
機
能
を
維

持
す
る
に
は
、人
と
の
繋
が
り
が
非
常
に
重
要
で

す
。患
者
さ
ん
が
孤
独
に
な
ら
な
い
、孤
独
に
さ

せ
な
い
、そ
ん
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」。穏
や
か
な
表
情
で
、桝
田
は

そ
う
締
め
く
く
っ
た
。

　
「
認
知
症
患
者
さ
ん
が
、術
後
せ
ん
妄
に
な
っ

て
困
っ
て
い
ま
す
。す
ぐ
来
て
も
ら
え
ま
す
か
」。

あ
る
日
の
岡
崎
市
民
病
院
、外
科
系
の
病
棟
か

ら
、認
知
症
・せ
ん
妄
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
詳
し
く

は
P.2
参
照
）の
桝
田
道
人（
脳
神
経
内
科
・
高
次

脳
機
能
内
科
統
括
部
長
）に
連
絡
が
入
っ
た
。桝

田
は
す
ぐ
に
病
棟
に
向
か
い
、患
者
の
症
状
を
確

認
し
た
。患
者
は
自
分
が
手
術
を
受
け
た
こ
と
を

全
く
覚
え
て
い
な
い
。自
分
が
ど
こ
に
い
て
、な
ぜ

寝
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、体
に
つ
い
て
い
る
管
を

抜
い
て
興
奮
し
て
い
た
。桝
田
は
患
者
と
目
線
の

高
さ
を
同
じ
く
し
て
、穏
や
か
な
口
調
で
説
明
し

た
が
、不
穏
な
行
動
は
治
ま
ら
ず
、術
後
の
治
療

継
続
が
困
難
で
あ
っ
た
。や
む
な
く
鎮
静
剤
を
処

方
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

　

認
知
症
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
働
き
が

悪
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、多
様
な
症
状
を
引
き

起
こ
し
、社
会
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
を
い

う
。と
く
に
、入
院
や
手
術
を
き
っ
か
け
に
、せ
ん

妄（
一
種
の
意
識
精
神
障
害
）に
な
る
こ
と
も
多

い
。「
手
術
後
に
暴
れ
て
は
、命
の
危
険
も
あ
り
ま

す
。身
体
拘
束
を
で
き
る
限
り
し
な
い
こ
と
を
大

前
提
と
し
て
、必
要
に
応
じ
て
薬
や
道
具
で
行

動
を
抑
制
し
、必
要
な
急
性
期
治
療
を
安
全
に

受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
支
え
る
の
が
私
た
ち
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」と
桝
田
は
話
す
。

　

せ
ん
妄
の
他
、夜
眠
れ
な
い
、大
声
が
出
る
、徘

徊
す
る
、指
示
が
理
解
で
き
な
い
、手
足
の
暴
力
が

認知症の診断・治療、相談業務を担う
拠点病院として、地域に貢献する。

出
て
し
ま
う
、な
ど
、認
知
症
の
症
状
は
多
種
多

様
だ
。し
か
し
、突
拍
子
の
な
い
行
動
で
も
、認
知

症
患
者
に
は
き
ち
ん
と
し
た
理
由
が
あ
る
と
い
う
。

「
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
と
叱
る
前
に
、ご

本
人
の
話
を
傾
聴
し
、心
情
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
態
度
が
大
切
で
す
。た
と
え
ば
術
後
せ
ん
妄
に

な
る
の
も
、ご
本
人
に
し
た
ら
当
然
だ
と
思
う
ん

で
す
。目
が
覚
め
た
ら
、い
き
な
り
知
ら
な
い
人
に

囲
ま
れ
、た
く
さ
ん
の
管
に
繋
が
れ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
」と
、桝
田
は
患
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
。認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、認
知
症
ケ
ア
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、同
院
で
は
認
知
症
対

応
マ
ニュア
ル
の
整
備
や
院
内
勉
強
会
に
も
力
を
注

い
で
い
る
。「
院
内
の
認
知
症
ケ
ア
の
レ
ベ
ル
は
徐
々

に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、認
知
症
が
原
因
で
、他

の
病
気
の
治
療
が
充
分
に
行
わ
れ
な
い
リ
ス
ク
は

常
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」と
桝
田
は
言
う
。

認
知
症
・せ
ん
妄
の

入
院
患
者
を
支
援
す
る
。

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
人
を

し
っ
か
り
支
え
て
い
き
た
い
。

●高齢になっても住み慣れた町
で暮らしていく上で、認知症の増
加が大きな問題になっている。認
知症のケアは一つの組織、一つ
の職種で実践できるものではなく、
地域全体の取り組みが必要だ。
●岡崎市民病院が拠点となり、
地域の行政や医療・介護に関わ
る人々が緊密なネットワークを構
築していく。その積極的な取り組
みが、「認知症になっても幸せ」と
いえる理想の社会を作る大きな
力になるのではないだろうか。

認知症患者を支える
地域ネットワークの必要性。

認知症疾患医療センター特集

超高齢社会の進展に伴い、認知症の増加が社会問題になっています。当院では認知症やせん妄のある入院患者さんを多職
種のチームで支援すると同時に、院内に「認知症疾患医療センター」を開設。地域で暮らす認知症患者さんのサポートに力を
注いでいます。今号の特集は、そうした認知症に対する取り組みについて紹介します。ぜひご一読ください。

認知症になっても
安心の地域づくり。
認知症疾患医療センター特集

2021 
October
No.0710月号



開催概要

LINE〈公式〉
アカウント

　シンチグラフィ検査は、ごく微量の放射性

医薬品を静脈注射し、体内で放出する放射

線を、体外から特別なカメラ装置で測定、薬

の分布を画像化していく検査です。今回ご紹

介する脳血流をはじめ、骨や心筋血流、肺血

流などを診るのに用いられます。

　シンチグラフィ検査の特徴は、CT検査やMRI

検査のように形態を診るのではなく、機能を診る

ことにあります。脳血流の場合、脳は血流によっ

て運ばれたブドウ糖や酸素を使って活動してい

ますが、正常に機能するには、充分な血流が必

要になります。すなわち、血流の異常が脳の機

能を反映する可能性があるということです。

　脳血流シンチグラフィは、脳血流のわずか

な変化を診つけるのに有効な検査です。薬

に含まれる放射線は人体に害を及ぼす量で

はなく、副作用もごくまれです。

　いろいろな原因で脳の働きが低下する「認

知症」、入院や手術などのストレスをきっかけ

に一時的な意識精神障害を発症する「せん

妄」。こうした症状のある患者さんが安全安楽

に入院できるようサポートするのが、認知症・

せん妄サポートチーム（ＤＳＴ）です。

　チームのメンバーは、脳神経内科の医師を

はじめ、看護師、作業療法士、薬剤師、公認

心理師、社会福祉士、精神保健福祉士まで

の多彩な顔ぶれ。週に1回のカンファレンス、

そして、週に2回の病棟回診を通じ、問題行

動のあるすべての入院患者さんに面談し、そ

れぞれに適した対応策をみんなで考えていま

す。各病棟から寄せられる相談案件は、年間

約200件。その数は年々、増加傾向にあり、Ｄ

ＳＴの使命はますます重要になっています。

　認知症への対応策には３つの柱がありま

す、一つは、薬物療法。認知症そのものに対

する薬物の他、睡眠障害やうつ症状などを

和らげる薬を処方します。二つ目は、非薬物

療法。たとえば、運動療法やレクリエーション

などを通して、精神的な安定を図ります。三つ

目は、ケアの工夫、関わり方です。病棟看護

師を中心に適切なケアを提供することで、不

安、幻覚・妄想、ひとり歩きといった周辺症状

の緩和をめざします。ＤＳＴではこれらの方法

を適切に組み合わせ、できる限り身体拘束を

減らしながら、一人ひとりがその人らしい入院

生活を送れるよう支えています。

　また、職員全員が認知症への正しい理解を

持ち、質の高いケアができるよう、院内での講

習会や勉強会にも力を注いでいます。

医療技術局 リハビリテーション室
地域医療連携室兼務 作業療法士
肥後和明

医療技術局 放射線室 主任
柳川佑典

多職種が集まって、
認知症やせん妄を持つ
患者さんを支援しています。

症状に応じたケアを実践し、
患者さんが人間らしい生活を
送れるよう支えています。

認知症やせん妄を持つ患者さんが
安全安楽に入院できるよう支えています。脳の血流を評価して、脳の機能を推定。

場所や程度を診つけ、正しい診断と治療に結びつけます。

脳血流シンチグラフィとは？

脳
血
流
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ

認
知
症・せ
ん
妄
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｓ
Ｔ
）

　認知症で起こる脳の萎縮は、MRI検査で

わかります。しかし、萎縮の前に、血流が低下

し、それによって萎縮が始まるといわれていま

す。MRI検査で萎縮が出なくても、その前段

階の血流の低下が、脳血流シンチグラフィで

はわかることがあります。特に若年性アルツハ

イマーが懸念され、少し兆候がある場合、ぜひ

とも脳血流シンチグラフィをお受けいただきた

　認知症は誰がなってもおかしくない病気で

す。65歳以上になると、5人に1人は発症する

といわれています。

　私たちが認知症のケアで一つの目標にし

ているのが、その人らしい入院生活を実現す

ることです。そのためには、患者さんを一人の

「人」として尊重し、その人の立場に立ってケ

アを行うことが必要です。一見、不可解に見

いと思います。

　ただこの検査は、検査途中で止めることが

できません。というのは、使用する薬から出て

いるエネルギーが落ちたり、脳に集まっている

時間が限られてい

るからです。従っ

て、3 0 分 程 度 、

じっと横になって

いただくことだけ

ご注意ください。

える行動にも、実はそれぞれ理由があります。

そうした知識を、院内の職員はもちろん、院外

の方 と々も共有しながら、この地域で認知症

の方が人間らしく暮らしていけるようお手伝い

していきたいと

考えています。

認知症は、脳の萎縮の前に血流が低下。
早期発見は、その後の生活にも影響。

認知症患者さんを「人」として尊重し
その人らしい生活を支えていきます。

　認知症には、アルツハイマー型認知症をは

じめ、血管性認知症、レビー小体型認知症、

前頭側頭型認知症等があります。左記にお

いて、「血流の異常が脳の機能を反映する」

と述べましたが、認知症の種類によって、血

流に異常が起こる場所が異なります。すなわ

ち、脳血流シンチグラフィは、どこの血流が落

ちているか、さらに、どれくらい落ちているかで、

認知症の種類、さらには、進行の程度がわか

るというものです。

　一方、認知症の発症が懸念され検査を受

けても、認知症ではなく、うつ病やせん妄の可

能性が高いといった診断に結びつくこともあり

ます。認知症はもちろん、どの病気でも、診断

が異なれば治療も異なります。脳血流シンチグ

ラフィは、正しい治療に結びつける、正しい診

断に有益な情報を提供する検査といえます。

形態ではなく、機能を診る検査。
脳血流のわずかな変化を画像化。

認知症の正しい診断、
正しい治療に力を発揮。

岡崎市民公開講座「認知症講演会」開催。
当院の桝田医師が「認知症の基礎知識」をお話しします。
　岡崎市医師会・岡崎市民病院認知症疾患医療センター・岡崎市が主

催する「令和３年度 岡崎市民公開講座」にて、当院の脳神経内科・高

次脳機能内科統括部長 兼 認知症疾患医療

センター長の桝田道人医師が、講師を務めること

となりました。認知症はどうやって診断するのか、

治療や予防はどうすればよいのか、一緒に学んで

みませんか？ ぜひ皆さんご参加ください。

認知症を知ろう
ー 診断／治療に関する基礎知識 ー

開催日時

開 場

講 師

主 催

令和３年10月20日（水）
14時〜15時30分（開場13時30分）

岡崎市せきれいホール
（岡崎市朝日町3丁目36番地5）

岡崎市民病院 
脳神経内科・高次脳機能内科統括部長
兼 認知症疾患医療センター長
桝田 道人 医師

岡崎市医師会・岡崎市民病院
認知症疾患医療センター・岡崎市

お申し込み・お問い合わせ先

岡崎市役所 福祉部 長寿課
TEL 0564-23-6837　FAX 0564-23-6520

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、
中止または延期になる場合があります。

　ご了承ください。

※定員に達し次第、受付を終了します。

家族に物忘れが
増えてきた。

もしかしたら認知症？

コロナ禍で人との
交流が減って、これから
どうしたらいいか不安

市民公開講座 詳しくはこちらから

あいち電子申請・
届出システムはこちら

事前申込が必要です

あいち電子申請・届出システム、
郵送、電話、FAXにて受付

令和3年
9月8日（水）〜
10月8日（金）

受付
期間

病院広報誌 特設サイト

〒444-8553 岡崎市高隆寺町字五所合３番地１
TEL 0564-21-8111　https://www.okazakihospital.jp/
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を
学
ぼ
う

検
査
・
診
断

こちらから

こちら
から

エフエムEGAO「イブニングワイド」で
当院の医療スタッフが健康情報を発信！

20分で聞けちゃう！ 旬の健康情報

「いまどき旬」コーナー 18：00〜

令和３年
10月28日（木）

11月18日（木）

12月16日（木）

糖尿病看護認定看護師　三浦恵子

いま、あなたに知ってほしい。
糖尿病の真実

皮膚排泄ケア看護認定看護師　山田昌子
皮膚トラブルから患者さんを守る

超音波検査室 室長　片山知子

超音波検査で早期発見：
がん患者さんを心不全から救う

これまでの
放送内容は
こちらから！

（76.3MHz）

入場料
無料
定員

200名

▲ 講師を務める桝田道人医師

過度な受診控えは健康上のリスクを高めてしまう可能性があります。上手な医療のかかり方① コロナ禍でも健診や持病の治療、お子さまの予防接種などの健康管理は重要です。上手な医療のかかり方②

1 2 3


